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茶に関すろ研究

第２報茶葉,荒茶,製茶中のカロチン，ビタミンＡ,Ｂ1,Ｂ２,Ｃ含有量について

仲村実久

(琉琉大学農芸化学科）

SanehisaNakamura：ＳｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅＴｅａ（２）OntheCarotin，ＶｉｔａｍｉｎＢｍＢ２，ａｎｄＣ

量したメタノール，ベンゼンで抽出し遠沈してベンゼン

層を分離し５％カセイカリエタノール溶液，６０％メタノ

ール水で洗条し減圧乾燥して石油エーテルに溶解する，

これをアルミナカラムに吸着きせ石油エーテル・ベンゼ

ン混合液（１：１）で溶出し,減圧乾燥きせ石油エーテルで

溶解25"'に定容した．これをコールマン比色計で470ｍ

禅フィルターを用いて比色したβ一カロチン結晶の標準

品を用いて標準曲線を作成し，被検液のカロチン含量を

算出した．分析試料は粉砕良好でなく試料採取量も少い

ので実験結果は３へ４回の平均値で示した．

Ｉまえがき

茶中に含まれるビタミンにはビタミンＡ効力あるカロ

チン,ビタミンＢ郡のＢ１Ｂ２ニコチン酸パントテン酸，

葉酸,ビオチン等およびビタミンＣ，ビタミンＰが知られ

ているが，茶葉，荒茶，市販製茶のカロチン，ビタミン

Ｂ１，Ｂ２，Ｃ含有量を測定し茶菓の時期的含量の変化，

製茶の上中下級による含量の比較を検討したので報告す

る．

なお，この実験を行なうにあたり協力された1968年度

琉球大学農芸化学科４年次阿波根漬，新城正雄，知花義

光，普天間光男諸君並に試料を提供された奥，崎本部，

平良，呉我の各製茶工場および茶業協同組合，朝吉茶行

に対し深く感謝申しあげる．

3．ビタミンＢ,定量法

チオクロームケイ光法に準じて行ったが試料は約２９

を正確に秤量し，これに水20"′を加えホモジナイザーで

粉砕後ｐＨを4.5へ4.7に調節し５％ジアスターゼ約６〃′

を加え45へ50°Ｃに２時間おき水を加えて100"'に定容す

る。これより25"'をとりパームチヅトカラムに吸着きせ

沸騰水で洗源し，沸騰25％KC1HClで溶出し２５"'定容

にする．これから５"'をとり添加法によりビタミンＢ１を

定量したケイ光測定において励起光源用一次フィルター

としては365ｍ似の紫外線透過フィルターを用いケイ光

選択用二次フィルターとしては470ｍ似を用いた．ケイ

光々度計は日立FPL-2型を用いた．

4．ビタミンB2定量法

ルミフラピンケイ光法'１に準じて行ったが試料は約

０．５９を正確に秤量した試料は茶であり細沿されている

ので浸出のときホモジナイザーを使用せずガラス棒を用

いておしつぶす様に磨砕する方法をとった．すなわち熱

湯で浸出し水で20"'に定容しその１２W'をとって光分解，

ケイ光測定を行う添加法で定量した．光分解は20Ｗケイ

光燈を用い照射時間を45分とした．ケイ光々度計は前

記ビタミンＢ１に記したものと同じである．フィルター

Ｉ実験方法

1．試料調製

茶菓は国頭村奥，東村平良，羽地村呉我，本部町崎本

部，石川市山城の以上５か所の２期，茶菓を1967年５月

22～23日，第３期茶菓を７月６日，第４期茶菓を８月６

日に各茶園から１心３葉を滴探し，３分間蒸熱して酵素

活性を失はした後40～50°Ｃで通風乾燥して粉砕し，直

径１ｊＭｌｌｌｉのフルイを通過きせ褐色瓶に密封貯蔵して分析試

料とした．茶菓のビタミンは生鮮物について分析される

べきであるが時間的にゆるされないので今回は風乾物に

ついて行った．

荒茶，市販製茶は茶業協同組合市内朝吉茶行の提供に

よるもので，ただちに乳鉢にて粉砕し１繩フルイを通し

分析試料とした．

2．カロチン定量法

比色法'1.に準じて行ったが試料は約0.29を正確に秤
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カロチン含量も同様に陽光量に左右されるものと考えら

る．

組合せの選定9)を行い励起光源用一次フィルターとして

は365ｍﾉｕの紫外線透過フィルターでありケイ光選択用

二次フィターは530ｍノルフィルターであった．
第２表栽培地別，時期別カロチン含有量

5．ビタミンＣ定量法

インドフェノールブタノール溶液を用いる比色法6)を

用いた．試料は約０．５９を正確に秤量した．可検液の調

整はインドフェノール滴定法11）に準じたが稀釈浸出液

は500倍稀釈で行った。

以上ビタミンＢ1，Ｂ２，Ｃについては数回くり返し実

験を行ったが有意の差は認められなかった．

Ⅲ、実験結果並に考察

畦;|認||』f:…i=Jlriiiilf:k麺
ＩｗｌⅦ■Ⅲ/棚ＩＭＹＭｌⅢ
(3)第２期荒茶中のカロチン含量を調べた結果は第３表

のとおりであった．第１表茶葉のカロチン乾物､9％と第

３表のカロチン乾物､9％を比較すると茶葉の含量が荒葉

の含量より少なくなっている。これは茶葉を風乾試料で

分析したためで，山本等が醗酵葉のカロチン含量を測定

した茶菓よりも約２mg減少している12)．これを参考に

すると試料採取から風乾すろまでの時間が長くまた風乾

中に酸化酵素により酸化されたものと思う．東村平良の

荒茶は14.42,9％で最低値を示しているが上述の理由で

製造中に失なわれたものと考えられる.茶カロチン含量

と水分との相関性についての報告はないが奥荒茶の水分

は９％と他に比較し多いがカロチン含量が減少していな

いことがらカロチン含量と水分含量は相関がないものと

考えられろ．

１．カロチン

(1)カロチンは普通に茶を煎出する方法では摂取出来な

いがまつ茶（粉末茶）にするか菓子，料理に混ぜると利

用出来る．第２期茶菓のカロチン含量を測定した結果は

第１表のとおりであった．乾物中含量において東村平良

の茶菓が最高値を示し本部町|崎本部が最低値を示し，

1009中14.32mgから17.26mgの範囲にあった．古く山本

等が台湾産生葉のカロチン含量を測定した結果は１７．１５

mgであった．

表栽培地別第２期生葉のカロチン含有量第１

新鮮物中
国際単位
Iｕ/１００９）

「

栽培地|雫%字|糊|藷(鰯'（
－■-－－－－ﾛーーー￣￣￣

蕊■！
第３表産地別第２期荒茶のカロチン含有量

5606

l鏑I南口iii
6275

8678

9266

7164

8079

(2)生葉の収獲期によるカロチン含量の変化を第２期，

第３期，第４期の生葉について調べた結果は第２表のと

おりであった．茶生葉中のカロチン含量は収獲期により

いちじるしく変化している．カロチン含量の時期的変化

については畑等の報告があるが岡山産のカボチャのカロ

チン含量は６，７，８月と漸次増加し，大阪産トマトで

６，７月と増加し９月になって減少している4)．茶葉の
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ン含量少なく下級茶になる程多くなっていろ．沖縄産釜

妙茶にもこの傾向はうかがえるが中級茶のカロチン含量

が減少している．これは製造工程中の損失で貯蔵中の減

少とは考えられない．第３表の荒茶のカロチン含量と比

較し沖縄産釜妙茶のカロチン含量が全体的に少ないのは

前述の理由により製造工程中の損失である．荒茶と鹿児

島産の下級茶とは類似した値を示している．沖縄産煎茶

にカロチン含量が少ないのは蒸熱を行なう本来の煎茶で

はなく含・量の減少は上述同様に思われる．日本食品標準

成分表によると煎茶27,0001U，釜妙茶9,2001Ｕと掲載ざ

れ5）これを1009中､g単位に換算するとおのおの18mg，

6,13mgとなる．これを参考にすれば鹿児島産煎茶は慨成

分表に類似していると思はれる．沖縄産釜妙茶は標準の

２倍もカロチンが含有されている．台湾産包種茶がん茶

は半醗酵茶でありカロチン含量は少なかった．

供したら上述乾物ｒ％の30へ40％増の数値が得られるも

のと恩はれる．なお産地別の差は見られず殆んど90～

100ｒ％であった．

第５表栽培地別第２期茶葉のビタミンＢ1含有量

*②”｜
石川市山城)
本部町崎本部｜

薊村鷆■
国頭村（静岡種）

奥（台湾種） JliiiliJ
(2)生葉の収穫期によるビタミンＢ１の変化を２，３，

４期について調べた結果は第６表のとおりであった．ビ

タミンＢ1含量の変化は栽培地によっても時期的にも左

右されていない．すなわち乾物中石川市山城のは99～

100ｒ％の間にあり本部町崎本部では96～98ｒ％の範囲

であった．

第４表産地別，種類別市販製茶のカロチン含有量

槻iil鯛|(1

,2081m｜

,篇「

…|嘘
|沖|釜竺茶糒
1縄|煎纈'－－－－

種類|鰯｜

釜竺茶糒に:iＬ

含水物中国
際単位
(ＩＵｎＯＯＰ）

１９，３９５

１８，１２０

１９，９９５

１６，４８５

5.87 第６表栽培地別，時期別ピタ ミンＢ１含量縄
一
鹿
児
島

9.08 烈一“士

一一一洲・榊一 本部町崎本部栽培地
21,6906.70煎茶上

22,665

中
下

〃
〃

6.1 2期第３期'第４期’時 期

25,0858.36

１
，
Ｊ
｜

叩
一
四
Ⅲ
’

乾物中
98.9196.3 97.7107.0

14.29 9,485台|包種茶中８．７７ (ｒ ％）

湾|がん茶'8591’ 0７ 15,225

(3)産地別第２期荒茶中のビタミンＢ,含量を調べた結

果は第７表のとおりであった．荒茶のビタミンＢ，含量

も産地別には大差がなかった.すなわち乾物中68へ78ｒ

％の範囲にあった．茶のビタミンＢ１について報告せれ

ている含量は80へ250ｒ％であるが煎茶350ｒ％，株茶

600ｒ％という報告もあり含量の差が大きい.圧これを

参考にすれば沖縄産荒茶のピタミＢ１含量は低含量の部

類にあるという結果が得られた．

２．ビタミンＢ，

(1)第２期茶菓のビタミンＢｪ含量を調べた結果は第５

表のとおりであった．乾物中のｒ９'6は87～100の範囲に

あった．林等3Jの報告によると製造工程中のビタミン

Ｂ1残存率は60.8％となっている．生鮮物を分析試料に
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第７表産地別第２期荒茶中のピタンＢ１含有量
3．ビタミンＢ２

ｚＩｉ%苧|育李瀞
乾物中
(ｒ％）

(1)第２期茶菓のビタミンＢ２含量を調べた結果は第９

表の通りであっ.た茶葉中のビタミンＢ２含量は乾物中

1,512～1,793ｒ％であった．下田等'o）が得た1670～

1990ｒ％に比較すると微かに低い値である．この結果か

ら総ビタミンＢ２の測定は風乾試料についても生鮮物に

ついて行なっても大差ないと考えられる．満田等ｚは緑

茶のビタミンＢ２を調べ大部分(90へ95％,がＦＭＮでFAD

の少ないことは製茶操作中にＦＭＮに変化したためと思

われると述べているが風乾物中にＦＭＮに変化しても定

量にかよってくると考えられる．

産 地

石川市山

本部町崎本

東村平

羽地村呉

国頭村

城
部
良
我
奥

73.8

71.2

74.2

64.3

70.1

78.2

75.4

77.9

68.1

77.1

5.36

5.42

5.20

5.62

9.11

(4)市販製茶のビタミンＢｪ含量を測定した結果は第８

表のとおりであった．沖縄産,鹿児島産,台湾産のすべて

のその含量は上述荒茶と同程度のピタなン団を含んで

いた．上中下級茶におけるビタミンＢ，含量の相関性が

考えられる．すのわら鹿児島産煎茶の乾物ｒ％において

上級のもの程ビタミンＢｒ含量が犬である．しかし下級

の水分が多くて減量したとも思われる．また沖縄産釜妙

茶で中級は下級より含量少なくなっている．台湾産包種

茶は水分含量大であるがビタミンＢ１含量も大である．

こういうことを考えろとビタミンＢ1含量は茶の上中下

に相関性があるとは言明できない．沖産煎茶，台湾産が

ん茶は水分含量大でビタミン、含量は小であった．ビ

タミンＢ１について述べたが緑茶中ではビタミンＢ１は９０

へ95％はエステル型として存>在している7..

第９表栽培地別第２期茶葉のビタミンＢ２含有量

水分
（％） 糊|辮瀞栽培地

石１１１市山城

本部町崎本部

東村平良

羽地村呉我

国頭村（静岡種）

奥（台湾種）

74.02

70.79

66.48

60.20

67.30

64.6４

1,793

1,723

1,653

1,583

1,512

1,573

463

503

554

630

494

556

(2)生葉の収穫期によるビタミンＢ２の変化を２，３，

４期について調べた結果は第10表のとおりたあった．石

川市山城乾物中1793,1989,1596ｒ％と収穫期がおそく

なるに従って減量している．本部町崎本部では第２期は

ビタミンＢ２含・量大であるが３，４期では４期がわずか

に大である．下田等１０）は第２，３期の茶葉各数試料を

採取して時期別の含・量の差逢調べているが変化は認めら

れなかったと述べている．

第８表産地別種類別市販製茶のビタミンＢ1含有量

￣

|産地
'－－．．．－－．－－．－－

類|水(%〕分|章蝿宇 乾
（
物中
ｒ％）

種

釜妙茶上 5.96

7.91

5.87

9.08

85.4

67.6

82.5

76.2

90.5

73.7

87.5

83.8

沖
縄
一
鹿
児
島

中
下

〃
〃

煎茶（並）
第10表栽培地別時期別ビタミンＢ２含有量

栽培地｜■
”Ⅸ'第醐

嚇Ⅶ

煎茶上 6.70

6.11

8.36

87.5 93.6
石川市山城 本部町崎本部中

下

〃
〃

80.5 86.1
＋￣－－▲－－－－－－－－－－－

|第３期|鯏期'第2期|第８期|第楜75.5 82.3

台
湾

包種茶中 8.77 90.0 99.0

1,689 1,596 1,723 1,678 1,701
がん茶 8.59 68.7 74.9
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(3)第２期荒茶のビタミンＢ２含量を調べた結果は第１１

表のとおりであった．すなわち約1100～1200ｒ％の範囲

にあって産地によって大差はなく，下田等１０，満田等匝

の成績とかなり類似している.下田等１０は製茶中には原

葉の67～7Ｍが含有されていると報告しているが，これ

を約7Ｍとすると第９表乾物中ビタミンＢ２含量の70％

が第11表乾物中ビタミンＢ２含量におよむね相当してい

る．ただし林等ａの同様の実験では45,2％が製茶中に残

在すると報告している．

煎茶上 6.70 1,476 1,582

鹿
児
島 1,390 1,517

中
下

〃
〃

6.1

1,2158.36 1,113鷺
・包が
一

台
湾

054 1,1558.77

1,5861,4508.59

４ビタミンＣ

(1)第２期茶葉のビタミンＣ含量を調べた結果は第13表

のとおりであった．乾物中総ビタミン含量は70へ80mg％

の範囲にあって栽培地別の差異は認められなかった．次

項荒茶の乾物中ビタミンＣ含量も約70mg％である．古谷

等1.は製茶のビタミンＣ残存率を測定し常温で70へ80％

と報告している．生鮮茶葉をそのま人供試したら，上記

結果の20～30％増の数値が得られるものと思われる．

第11表産地別第２期荒茶のビタミンＢ２含有量
－－－－－－－一一

一－一

|糊’水分
（％）

一鈍呵隠噸噸一

一・地・川串
一・産三訓引
一
一
一

5.36 8２

9２5.42

042東村平良

羽地村具我

国頭村奥

5.20

1,1205.62

第13表栽培地別第２期茶葉のビタミンＣ含有量
0999.1

Ｍ１|露雛轆轤■(4)市販製茶のビタミンＢ２含量を調べた結果は第12表

のとおりであった．沖縄産釜炊茶のビタミンＢ２含量は

乾物中約1,000～1,100ｒ％の範囲にあり，鹿児島産煎茶

は約1,2000～1,600ｒ％であった．いづれにおいても品

質のよいもの程ビタミンＢ２含量が犬であることがわか

る．製茶中頂芽にビタミンＢ２含量が多いことが考えら

れる．沖縄産煎茶は含量小であり台湾産包種茶は沖縄産

釜炊茶と同程度の含量であり，がん茶の含量は犬であっ

た．以上ビタミンＢ２について記したが,満田等Ｔの報告

によると製茶中はＦＭＮとして90～95％含まれており，

ＦＲ，ＦＡＤは少量であると述べている．

蕊蛎
１１:｜
蕊
22351

;:;ｌｌ
Ｍｌ

石川市山城

本部町崎本部

東村平良

羽地村呉我

国頭村(静岡種）

奥（台湾種） 24.651

（２）産地別第２期荒茶のビタミンＣ含量を調べた結果

は第14表のとおりであった．各産地とも乾物中総ビタミ

ンＣ約72,9％含まれ差異はなかった．ビタミンＣ定量法

はインドフェノール滴定法，フェニルヒドラジン法，

Fo1in試薬法など種々提案されているが,定量1こか上って

くる非ビタミンＣ還元物質の影響が著しい．満田等０は

インドフェノールブタノール溶液を用いる比色定量法を

用いてアスコルピン酸酵素法と比較しているが製茶（玉

露)70mg％という結果を得ている.藤田2Jは酵素法により

番茶43.8,煎茶91.7mg9'6と測定している．荒茶の結果は

以上の値に類似している．満田８はインドフェノール滴

定法により玉露,煎茶,釜炊茶等を測定し88.4～360,9％

第12表産地別，種類別，市財製茶のビタミン

Ｂ２含有量

|産地|②“

州釜竺茶幸
'㈹口煎二王，

類|水(%)分|壹李聯Ｗｉﾙテ

1,126

1,119

1,072

９９８

5.96

7.91

1,059

1,030

1,009

９０７

5.87

9.08
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の結果を報告した．総ビタミンＣに対する還元型ビタミ

ンＣの割合は約80％であった．上記満田のそれは66～８６

％の範囲にあった・

上
中
下

茶
〃
〃

煎

43.10

49.52

48.76

6.70

6.11

8.36

65.47

68.69

70.20

65.8

72.0

69.4

鹿
児
島

第14表産地別第２期荒茶のビタミンＣ含有量

:蝿；
包種茶中

がん茶

台
湾

25.75

34.46

54.6

58.8
総Ｃに対する還

元型割合（％）

７７．３

８１．７

７９．５

８３．９

７８．６

乾物中､9％水分

（％）

５．３６

５．４２

５．２０

５．６２

９．１１

生産地
総Ｃｌ還元型

l石川市山城

|本部町崎本部

蝉

56.01

59.20

57.74

60.92

56.66

72.37

72.42

72.57

72.57

72.06

Ⅳ摘要

（１）茶菓，収穫期別茶葉,荒茶,および市販製茶のカロ

チンＢｉ，Ｂ２，Ｃの含有量を調べた結果は第１表より第

15表の通りの結果を得た．

（２）カロチンは収穫期によって含有量が変化する．こ

れは陽光舅に相関性あると考えられる．茶菓においても

頂芽にカロチン含量少なく成熟葉に多いと思われる．

（３）収穫時期によるビタミン団含量の差異は認めら

れない．荒茶市販製茶ともにすでに報告された製茶中ビ

タミンＢ’含量値の低含量部類に相当する結果を得た．

（４）収穫時期によるビタミンＢ２含量の差異は認めら

れない．市販製茶では釜妙茶煎茶いずれにおいても品質

のよいものほどビタミンＢ２含量も多いことがわかっ

た．

（５）荒茶，市財製茶は満田等のインドフェノール比色

法，藤田の酵素法による結果と類似したビタミンＣ含量

値を得た．市財製茶では下級茶になるほどビタミンＣが

多量に含まれていた．半醗酵茶である包種茶，がん茶は

ビタミンＣ含有量は低い値を示した．
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表産地別種類別市販製茶のビタミンＣ含有量

Ⅲ種類｣孫
|釜妙茶上５９６

乾物中､9％ 総Ｃに対する

還元型割合(％）総Ｃｌ還元型

62.43 40.72 65.2

64.1

63.0

〃中１７．９１ 71.17 45.68

〃下’５．８７ 73.37 46.25
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